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3. 南米における大豆の不耕起栽培技術の改善方向

〔要約〕堕丞において急速に普及しつつある去豆の不耕起栽培技術の問題点を解析し、今後の改善方
向を提示した。 土壊下層の物理性・化学性改良、土壌伝染性病害の制御および除草剤の軽減などが今後
の重要な改善方向である。
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〔背景・ねらい〕
南米地域における大豆生産は過去30年間に急速に増加し、現在では世界の生産量の約1/3を占めてい

る。 大豆の栽培は従来、 播種前の耕起および生育期の中耕・除草が必須の作業であったが、 近年、土壌
浸食の防止を主たる目的として、これらの作業を省略した不耕起栽培が急速に普及しつつある。 本研究
では、現地調査を実施するとともに南米の研究者を招聘した現地セミナ ー を開催して、不耕起栽培の現
状と問題点を解析し、今後の改善方向を提示した。

〔成果の内容• 特徴〕
l. 不耕起栽培技術の普及の現状

不耕起栽培は、1960年代以降、新しい除草剤と効率的な不耕起播種機の開発を契機として、多くの
地域に普及しつつある（表1)。 土壌浸食の防止効果が大きいこと、トラクタ ー の耐用年数の増加と燃
費の節約が可能であること、 適期播種期間が拡大することなどの利点から、南米の多くの大豆栽培地
域においては主要な栽培体系になりつつある。

2. 技術的側面からみた不耕起栽培技術の問題点と改善方向
(l) 問題点

土壊の種類によっては下層の緊密化や透水性の低下がみられ、酸性などの不良土壌では下層の化学性改
良が困難である。 前作の残さを地表に残すことから、 土壌伝染性病害の発生が増加する場合がある。 ま
た、除草剤への依存度が高いこと、作付け体系が限定されることも問題である（表2)。

(2) 改善方向
土壊下層の物理性・化学性改良技術の開発および病害・雑草害抑制のための作付体系の開発が重要であ

る（表2)。

〔成果の活用面· 留意点〕
南米地域における研究プロジェクトの研究課題の設定に資する。現地セミナ ー の成果はプロシ ー デイン

グを発行し、広く配布する。
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表2 各技術分野における問題点と改善方向
問題点 改善方向
土壌下層の緊密化 下層の透水性 ・ 通気性改良技術
土壌下層の登分不足
土壌伝染性病害の多発
除草剤への依存度増大
大豆／小麦体系への偏り

下層への施肥技術
土壊伝染性病害の防除技術
耕種的防除法
作付け体《の多様化
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